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死者に祝福あれ  ・

今から後、主のもとで死ぬ者は幸いである
F.メ ンデルスゾーン イ乍曲
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この作品はメンデルスゾーンの「男声合唱のための 2つの宗教曲」 (op.H5)の 1曲 目にあたり、テーマは旧約聖書の「ヨ
ハネの黙示録 1牛 13」 からとられていますc洗練された美しい和声進行はイタリアの後期ルネサンスの作曲家から、厳格な対
位法手法はバロックの大家であるJS.バ ッハからそれぞれに影響されたと見て取れますcメ ンデルスゾーンの数少ない「男声
のための宗教合唱曲」であるこの作品もまた、簡素でありながらも格調高い小品と言えるでしょう=(中館伸一)
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